
皆
川
お
さ
む
氏
の
地
区

集
会
が

日
櫛
引
で
、

23

30

日
朝
日
で
開
か
れ
ま
し
た
。

皆
川
氏
は
、「
新
文
化
会

館
の
問
題
が
市
民
と
の
対

話
に
欠
け
る
市
政
の
象
徴
」

と
述
べ
、「
市
民
と
の
協
働

で
鶴
岡
を
も
っ
と
元
気
に

す
る
」、「
朝
日
の
ぼ
ん
ぼ

湯
廃
止
を
本
所
が
決
め
る

行
政
で
は
な
く
、
支
所
に

権
限
と
財
源
を
移
譲
し
、

地
域
に
精
通
し
た
職
員
を

育
成
す
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。
集
会
に
は
加
藤
鉱
一

議
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

庄
内
の
伝
統
凧｢

す
み
凧｣

の
謎
に
迫
る(

五)

鈴
木

隆
（
小
中
島
）

｢

す
み
凧
」
の
地
域
分
布

存
在
し
な
い
地
域

★
遊
佐
町
、
旧
八
幡
町
、

旧
平
田
町
、
旧
酒
田
市

南
部
の
ご
く
一
部
を
除

く
全
て
、

つ
ま
り
、
最
上
川
よ
り

北
の
ど
の
地
域
に
も
全

く
存
在
し
て
い
な
い
、

★
旧
余
目
町
北
部
、
旧
立

川
町
の
立
谷
沢
川
流
域
、

★
旧
鶴
岡
市
の
大
山
川
上

流
の
山
間
部
、

★
旧
朝
日
村
の
ほ
ぼ
全
域
、

旧
温
海
町
の
五
十
川
、

鼠
ヶ
関
川
流
域
、

揚
が
っ
た
地
域

★
旧
藤
島
町
、
旧
羽
黒
町
、

三
川
町
、

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

ほ
ぼ
全
域
で
知
ら
な
い

人
が
い
な
い
ほ
ど
よ
く

揚
げ
ら
れ
て
い
た
、

★
旧
鶴
岡
市
平
野
部
、
赤

川
河
口
か
ら
鼠
ヶ
関
ま

で
の
海
岸
線
ほ
ぼ
全
域
、

★
旧
余
目
町
の
東
部
及
び

南
部
、
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二
種
類
と
も
揚
が
っ
た
地
域

★
旧
藤
島
町
及
び
三
川
町

の
広
範
な
地
域
は
顕
著

け
ん
ち
よ

で
、
互
い
に
競
い
合
っ

き
そ

て
揚
げ
ら
れ
て
い
た
、

★
旧
余
目
町
の
東
南
部
、

★
旧
鶴
岡
市
の
大
山
川
下

流
地
域
、

｢

す
み
凧｣

の
廃
絶
年
代

｢

す
み
凧｣

に
限
ら
ず
他

の
凧
に
つ
い
て
も
、
山
間

部
ほ
ど
早
く
廃
絶
し
た
。

そ
の
大
き
な
要
因
は
、
狭

き
よ
う

隘
な
地
形
の
中
に
電
柱
が

あ
い敷

設
さ
れ
（
大
正

年
に

ふ

せ

つ

11

は
東
田
川
郡
内

ヶ
村
全

28

て
に
電
力
供
給
さ
れ
た
）、

電
線
が
障
害
に
な
っ
た
こ

と
。
警
察
や
学
校
か
ら
凧

揚
げ
禁
止
の
通
知
が
出
さ

れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

平
野
部
で
も
昭
和
の
始

め
頃
か
ら
ス
キ
ー
が
急
速

に
流
行
り
出
し
、
子
ど
も

は

や

の
冬
の
遊
び
が
凧
に
取
っ

て
代
わ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

太
平
洋
戦
争
を
境
に
子
ど

も
達
に
凧
を
教
え
る
親
や

村
の
若
者
が
徴
兵
さ
れ
た

り
、
凧
の
材
料
が
入
手
困

難
に
な
る
な
ど
、
遅
い
所

で
も
昭
和

、

年
頃
ま

17

18

で
に
は｢

す
み
凧｣

は
消
え

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

８／６（日）第３５回ふじしま夏まつり
会場：藤島体育館北側 芝生広場
子ども相撲大会 AM9：00～PM0：30藤島小学校相撲場

魚つかみ捕り PM1：30～2：30
第27回焼肉フェ PM4：00～7：00
スティバル

第16回庄内伝統 PM4：00～5：15

芸能祭 出演予定
第1部未来への PM4:00～ こりす保育園獅子踊り
息吹 PM4:15～ 消防団梯子乗り・纏振り

PM4:35～ 東栄小学校獅子踊り
PM4:55～ 渡前小学校こども獅子

庄内伝統芸能祭 PM5：20～7：30

第2部伝統の鼓 PM5：20～ 主催者あいさつ

動 出演予定

PM5:30～【藤島】ふじしま太鼓「鼓粋」
PM5:45～【鶴岡】高坂・薬師神社獅子舞

PM6:00～【温海】熊野神社獅子舞
PM6:15～【藤島】渡前獅子踊り
PM6:30～【羽黒】荒川八幡神社神楽
PM6:45～【藤島】長沼八幡神社神楽
PM7:00～【朝日】祥雲御山太鼓
PM7:15～【藤島】両所神社御獅子舞

盆踊り大会 PM7：30～8：00

出店・屋台 PM:0：00～8：00
※出演団体や出演時刻を変更することがあります。

23日、櫛引公民館 30日、朝日中央コミセン



月
の
鶴
岡
市
長
選
挙

10
に
出
馬
を
予
定
し
て
い
る

皆
川
お
さ
む
氏
の
地
区
集

会
が

日
櫛
引
で
、

日

23

30

朝
日
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
民
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の
対
話
に
欠

け
る
市
政
の
転
換
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、
農
水
省
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勤
務
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福
岡
県
大
和
町

（
柳
川
市
）
で
地
方
行
政

を
経
験
し
、
海
外
で
は
シ

カ
ゴ
総
領
事
館
、
重
要
ポ

ス
ト
で
は
副
大
臣
秘
書
官

な
ど
を
務
め
、
こ
れ
ら
の

行
政
経
験
を
活
か
し
て
い

く
と
述
べ
ま
し
た
。

鶴
岡
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の
課
題
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県

内
最
大
の
人
口
減
少
で
あ

り
、
新
文
化
会
館
の
問
題

が
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に

「
市
民
と
の
対
話
に
欠
け

る
市
政
の
転
換
が
必
要
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
の
歯
止
め

皆
川
氏
は
８
月
に
詳
細

な
公
約
を
発
表
す
る
と
述

べ
、
人
口
減
少
の
歯
止
め

対
策
で
は
「
思
い
切
っ
た

若
者
・
女
性
の
地
元
定
着

政
策
」
を
打
ち
出
す
と
し

て
、
例
え
ば
保
育
・
学
童

・
給
食
な
ど
の
子
育
て
環

境
整
備
、
雇
用
の
場
、
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
促
進
な
ど
を
語

り
ま
し
た
。

特
に
人
口
減
少
が
激
し

い
旧
町
村
の
問
題
で
は
、

「
朝
日
の
ぼ
ん
ぼ
湯
廃
止

を
本
所
が
決
め
る
行
政
で

は
な
く
、
支
所
に
権
限
と

財
源
を
移
譲
し
、
地
域
に

精
通
し
た
職
員
を
育
成
す

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

財
源
の
捻
出
で
は
、
農

水
省
の
経
験
を
活
か
し
、

農
業
や
地
元
産
業
な
ど
岩

盤
産
業
の
活
性
化
、
資
源

の
有
効
活
用
、
行
財
政
の

見
直
し
な
ど
を
上
げ
、
安

心
の
医
療
・
介
護
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
支
援
の
充

実
で
、
市
民
の
暮
ら
し
を

向
上
さ
せ
る
と
語
り
ま
し

た
。集

会
に
は
加
藤
鉱
一
議

員
も
参
加
し
ま
し
た
。

庄
内
の
伝
統
凧｢

す
み
凧｣

の
謎
に
迫
る(

五)

鈴
木

隆
（
小
中
島
）

｢

す
み
凧
」
の
地
域
分
布

存
在
し
な
い
地
域

★
遊
佐
町
、
旧
八
幡
町
、

旧
平
田
町
、
旧
酒
田
市

南
部
の
ご
く
一
部
を
除

く
全
て
、

つ
ま
り
、
最
上
川
よ
り

北
の
ど
の
地
域
に
も
全

く
存
在
し
て
い
な
い
、

★
旧
余
目
町
北
部
、
旧
立

川
町
の
立
谷
沢
川
流
域
、

★
旧
鶴
岡
市
の
大
山
川
上

流
の
山
間
部
、

★
旧
朝
日
村
の
ほ
ぼ
全
域
、

旧
温
海
町
の
五
十
川
、

鼠
ヶ
関
川
流
域
、

揚
が
っ
た
地
域

★
旧
藤
島
町
、
旧
羽
黒
町
、

三
川
町
、

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

ほ
ぼ
全
域
で
知
ら
な
い

人
が
い
な
い
ほ
ど
よ
く

揚
げ
ら
れ
て
い
た
、

★
旧
鶴
岡
市
平
野
部
、
赤

川
河
口
か
ら
鼠
ヶ
関
ま

で
の
海
岸
線
ほ
ぼ
全
域
、

★
旧
余
目
町
の
東
部
及
び

南
部
、
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の
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ー
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速

に
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出
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、
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は
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に
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若
者
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、
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ど
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で
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大
相
撲
あ
れ
こ
れ

大
相
撲
名
古
屋
場
所
が

終
わ
っ
た
。
予
想
通
り
横

綱
白
鵬
優
勝

回
目
。
し

39

か
も
前
人
未
到
の
通
算
１

０
４
８
勝
。
わ
が
大
岩
戸

は
３
勝
４
敗
。
残
念
。

前
回
（
６
月

日
号
）、

15

代
式
守
伊
之
助
が
戦
後

19闇
米
買
い
出
し
の
た
め
上

や
み
ご
め

野
と
大
川
渡
を
往
復
し
た

話
を
記
し
た
。

久
保
田
万
太
郎
（
明
治

年
～
昭
和

年
、
江
戸

22

38

言
葉
を
駆
使
し
た
俳
人
）

が
詠
ん
で
い
る
。

〝
初
場
所
や

か
の
伊

之
助
の

白
き
髭
〟

ひ
げ

初
場
所
と
言
え
ば
、
季

節
は
真
冬
。
白
い
雪
と
伊

之
助
の
真
っ
白
く
立
派
な

顎
髭
を
重
ね
合
わ
せ
た
句

で
あ
る
。

闇
米
と
言
え
ば
、
昭
和

年

月

日
、
ヤ
ミ
を

22

10

11

拒
否
し
配
給
生
活
を
守
っ

て
い
た
山
口
良
忠
裁
判
官

が
栄
養
失
調
の
た
め
命
を

落
と
し
た
。
職
業
柄
、
国

の
法
律
を
厳
守
す
る
の
は

当
然
と
し
て
も
、
そ
れ
を

真
っ
正
面
に
実
行
し
た
た

め
身
体
を
亡
ぼ
す
と
は
、

何
と
も
皮
肉
な
残
酷
物
語

で
す
ね
。

月
日
は

遡

り
、
昭
和

さ
か
の
ぼ

年
１
月

日
、

連
勝

14

15

69

中
の
双
葉
山
が
安
藝
ノ
海

あ

き

の

う

み

に
外
掛
け
で
敗
れ
る
。
私

は
そ
の
瞬
間
を
ラ
ジ
オ
で

聞
き
、
後
刻
映
画
館
の
ス

ク
リ
ー
ン
で
見
た
。
相
撲

フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
日
本

中
を
沸
か
せ
た
ビ
ッ
ク
ニ

ュ
ー
ス
だ
っ
た
。

私
は
白
鳳
の
土
俵
上
の

態
度
や
取
口
に
多
い
な
る

不
満
を
持
っ
て
い
る
。
３

つ
あ
る
。
ま
ず
立
合
い
、

体
を
か
わ
し
て
の

は
た
き
込
み
。
禁

じ
手
で
は
な
い
に

せ
よ
横
綱
た
る
も

の
み
っ
と
も
な

い
。
次
は
張
り
手
。

３
つ
め
は
、
勝
ち

名
乗
り
を
受
け
た

直
後
の
、
賞
金
の

束
を
右
手
に
高
く

掲
げ
て
観
客
に
見

せ
び
ら
か
す
。
あ
れ
は
い

や
だ
ね
え
。

双
葉
山
と
同
部
屋
に
羽

黒
山
と
名
寄
岩
が
い
た
。

当
時
、
立
浪
三
羽
烏
と
呼

か
ら
す

ば
れ
た
。
羽
黒
山
は
新
潟

県
の
羽
黒
村
出
身
。
終
戦

近
く
勤
労
動
員
の
片
棒
担

ぎ
で
手
向
に
滞
在
し
た
。

現
地
の
独
身
女
性
と
の
ロ

マ
ン
ス
は
当
時
の
庄
内
の

人
々
の
大
き
な
話
題
と
な

っ
た
。
名
寄
岩
は
藤
島
と

の
友
好
都
市
の
北
海
道
名

寄
市
出
身
。

同
時
期
、
秋
田
県
秋
ノ

宮
村
出
身
の
照
國
が
居
た
。

て
る
く
に

同
じ
秋
田
県
出
身
の
伊
勢

ヶ
浜
親
方
に
弟
子
入
り
。

秋
田
人
ら
し
く
抜
け
る
よ

う
な
白
い
肌
。
土
俵
上
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
寄
り
で
相
手

を
土
俵
際
に
追
い
詰
め
る
。

肌
が
ほ
ん
の
り
ピ
ン
ク
を

帯
び
て
く
る
。
そ
の
瞬
間

の
情
景
を
「
桜
色
の
音
楽
」

と
表
現
し
た
。

ウ
ソ
は
通
ら
な
い
ヨ

俺
が
考
え
る
民
主
主
義

と
か
民
主
政
治
は
、
国
民

の
皆
が
希
望
す
る
と
か
喜

ぶ
こ
と
を
す
る
の
が
そ
れ

だ
と
思
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
今
の
自
由
と
民
主
と

か
の
や
っ
て
い
る
政
治
は
、

全
く
の
逆
で
す
よ
。

▲
自
由
と
は
適
当
（
こ
の

場
合
イ
イ
カ
ゲ
ン
）
で
、

民
主
と
は
自
分
が
よ
け
れ

ば
い
い
事
、
と
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
そ
れ
を
権
力

と
金
の
力
で
押
し
通
す
と

き
て
い
る
。
そ
れ
が
達
成

で
き
な
い
と
き
は
、
辞
任

す
れ
ば
い
い
。
自
分
を
悪

者
に
せ
ず
真
相
は
不
明
の

マ
マ
だ
ゼ
。
一
方
、
全
身

全
霊
（
？
）
で
ウ
ソ
を
つ

き
通
し
た
官
僚
は
出
世
す

る
日
本
な
ん
だ
ネ
。

▲
今
回
の
特
徴
は
、
記
憶

に
な
い
・
記
録
が
な
い
で

し
た
。
そ
う
そ
う
、
記
録

が
あ
れ
ば
ス
ミ
塗
り
も
あ

っ
た
か
。
こ
れ
で
世
の
中

・
通
る
ん
だ
か
ら
ネ
ー
。

こ
れ
が
国
で
最
高
の
決
議

機
関
の
姿
よ
。
？
等
国
な

ん
て
言
わ
れ
る
訳
だ
な
ー
。

▲
さ
て
記
録
の
こ
と
だ
が
。

事
務
屋
で
あ
ろ
う
と
な
か

ろ
う
と
、
ど
こ
で
ど
ん
な

話
が
あ
っ
た
か
は
必
ず
メ

モ
を
す
る
も
の
で
す
。
そ

れ
と
記
憶
が
あ
っ
て
続
き

の
話
・
次
の
話
に
進
む
の

は
当
た
り
前
で
し
ょ
う
。

▲
特
に
難
し
い
話
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
丁
寧
に
書
く

も
の
で
す
。
金
額
の
交
渉

で
値
引
き
の
こ
と
に
な
れ

ば
、
そ
の
根
拠
と
な
る
額

に
ど
う
し
た
ら
な
る
か
は
、

徹
底
し
て
書
き
残
し
ま
す
。

そ
れ
は
誰
か
ら
聞
か
れ
て

も
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
備

え
る
の
が
自
分
の
責
任
で

あ
り
、
自
分
を
守
る
こ
と

に
な
る
か
ら
で
す
よ
。

▲
経
過
が
わ
か
ら
な
い
で

続
き
は
な
い
で
し
ょ
う
。

誰
に
逢
っ
た
か
は
記
憶
に

な
い
？
。
国
会
に
呼
ば
れ

る
よ
う
な
人
た
ち
の
一
日

は
、
ま
さ
に
分
刻
み
で
し

ょ
う
ヨ
。
だ
か
ら
部
下
の

一
人
は
必
ず
、
誰
に
何
時

で
あ
っ
た
か
チ
ャ
ン
と
書

い
て
お
り
ま
す
ぞ
。（
石
川
）

の
で
す
。

稲
田
防
衛
大
臣
が
６
月

日
に
自
民
党
都
議
選
立

27候
補
者
の
集
会
で
、「
防
衛

省
、
自
衛
隊
、
防
衛
大
臣

と
し
て
も
お
願
い
し
た
い
」

と
応
援
演
説
し
た
。
選
挙

権
の
行
使
以
外
の
政
治
行

為
を
自
衛
隊
員
に
呼
び
か

け
た
も
の
で
自
衛
隊
法
・

憲
法
違
反
で
あ
る
。
同
日

夜
撤
回
し
た
か
ら
免
罪
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。

稲
田
大
臣
も
安
倍
首
相

と
同
じ
く
憲
法
は
な
く
自

民
改
憲
案
で
政
治
を
し
て

い
る
。
さ
ら
に
同
案
第
９

条
３
に
「
国
は
、
主
権
と

す
。
第

条
「
天
皇
又
は

99

摂
政
及
び
国
務
大
臣
、
国

会
議
員
、
裁
判
官
そ
の
他

の
公
務
員
は
、
こ
の
憲
法

を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務

を
負
う
」
と
し
、
権
力
者

だ
け
に
守
る
義
務
を
課
し
、

国
民
は
守
る
義
務
は
な
い

独
立
を
守
る
た
め
、
国
民

と
協
力
し
て
」
と
あ
り
、

第

条
２
を
新
設
「
国
は
、

25
国
民
と
協
力
し
て
、
国
民

が
良
好
な
環
境
を
享
受
」

な
ど
と
し
、「
国
民
と
協
力

し
て
」
が
曲
者
。
戦
時
中

「
国
民
総
動
員
法
」「
国
民

精
神
総
動
員
」
で
、
政
府

は
国
民
の
人
的
物
的
資
源

を
統
制
、
滅
私
奉
公(

自
分

を
犠
牲
に
し
国
家
に
尽
く

す)

を
強
制
、「
ぜ
い
た
く

は
敵
だ
！
」
な
ど
の
標
語

で
国
民
を
戦
争
へ
動
員
し

ま
し
た
。「
国
民
と
協
力
し

て
」
は
「
総
動
員
」
を
思

い
起
こ
す
の
で
す
。

日
常
生
活
で
は
法
を
守

る
こ
と
が
義
務
で
す
。
し

か
し
法
の
中
で
も
最
高
の

地
位
に
あ
る
憲
法
は
別
格

で
す
。
国
政
を
担
う
大
臣
、

国
会
議
員
、
裁
判
官
な
ど

の
権
力
を
抑
え
、
国
民
の

権
利
を
守
る
の
が
憲
法
で

藤島８月４日(金)19:00～

藤島地区地域活動ｾﾝﾀｰ大ﾎｰﾙ

羽黒８月９日(水)19:00～

泉地区地域活動ｾﾝﾀｰ

(旧羽黒農村ｾﾝﾀｰ)

温海 未定

皆川後援会事務所

鶴岡市新形町9番13号

℡64-8753 Fax64-8757
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ー
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